
あやめ池・街づくり協議会（仮）発足について
あやめ池地区自治連合会・自主防災協議会・社会福祉協議会・民生児童委員会などが協力してあやめ池を活性化

＜背景＞

＜あやめ池地区の参画について＞

自助・共助・公助の精神で、これからの地域を支える

昨年11月23日（日）開催の自治会長会議で「市役所からの説明会」を受けました。
早急にあやめ池地区でも参画を進める方向で自治会の賛同をいただきたい。

＜あやめ池地区は街づくり協議会への参画条件を満たしているか？＞

あやめ池地区は、他の地域団体とも協力（連携）ができていること。
地域が一体となったイベント（あやめ池フェス）なども開催されていることから、
参画が可能と判断しています。（各自治会への負担はほとんどないと聞いています）

少子高齢化による活動の担い手の減少。公共の税収
が減ることによる住民サービスの集約など、暮らしを
囲む環境変化に地域住民がまとまり、地域の活性化
や地域サービスなどを考えねばならない時代がやっ
てきます。そのためにも地域で活動をする団体がま
とまって課題解決に取組む体制・仕組みづくりが最
優先課題となってきています。その足がかりとして、
街づくり協議会（仮）を発足し、来る時代に備えること
と、次の世代への橋渡しが大切だと考えています。

が、条件であること。また「自治会への負担は特に増えない」。奈良市
自治連合会も多くが協議会に参画（18自治連合会）または、協議会発
足を進めており（10自治連合会）、なんら不利益を被ることはないと思
いますよ。とのコメントも佐久間自治連合会会長からいただけました。
地域作りのための補助金（当面）が申請できることから、当自治連合
会でも協議会への参画を推し進めるべきであると考えています。

・小学校校区で単位での設立
・自治会半数以上の参加
・他団体との連携
・地域への情報伝達

あやめ池地区自治連合会　高西 信治
2026年1月25日

＜設立基準＞

自分たちの街だから、
自分達で考えて
良くしたいね

生活のためにも

まだまだ働きたいし

活動時間は増やせないよ

・・・色々なお考えはあると思いますが、
地域全体で住みよい街づくりを進めたい。

また、あやめ池「デジタル回覧板」を作ったことで、地域への伝達手段が確保され、地域住民への周知条件もみたされています。

補助金の関係もあり、今期（3月20日）の設立を目指しています。
ご検討よろしくお願いいします。


